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わが国 において,E.J.マ ルゴール ドの名は,現 在 で は全 く忘却 されて いる
ようだが,明 治末期 か ら大正期 にか けては,工 芸 および商業美術 の分野 におい
て極 めて知名度 の高 い外 国 のデザ イナ ーで あった。 昭和4年(1929年)ARS
社刊行 の 『商業美術全 集 ・第12巻』 には解説文 として次 の ように記 されてい る。
「冒頭寫 眞版 に掲 げた,ヨ セブ ・マ ルゴール ドの作 は,日 本の包装容器界 に於
いて一時風靡 した ところの著名な作 家で ある。氏 は宮下氏の講話 に も説明 ある
如 く建築室内装飾 の技術家であ るけれ ども,其 圖案の巧緻 によって,某 會社 の
函張外裝の意 匠に專任 され,そ の作品が 日本 に も及ぶ に したが って,其 名 は高
かった。マル ゴール ド氏 と其同流の人,ヨ セブ ・ホフマ ン氏等の作品が著 し く
目につい た結果 は日本 に一時マルホフ式 といふ慣 用語 さえ生ず るに到 った。ホ
フマ ン氏 は建築家 と して令名あるが,要 す るに當時マルゴール ド氏等の影響 を
日本に受 けたこ とは多 い。依 って先 づ外裝意匠の先覺 としてマ ルゴール ド氏 を
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紹 介 した所以であ るJそ して,文 中に登場す る宮 下孝雄(東 京高等工芸学校教
授)の 解説文 には,「又 ヨーセ ブ ・マ ルゴール ド氏 もセセ ッシ ョン運動 の一 員
として ウヰ ンにあってヨーセ ブ ・ホフマ ン氏等 を中心 として建築,室 内装飾に
頭 角 を表わ して居 たけれ ど,元 来平面 圖案 に特異の才能があったために,現 に
ハ ノヴ ァ市 の ライブニ ツ ・ビスケ ッ ト會社の包装 に見 るべ きものが 多い。」 と
記 されてい る。文中 にも紹介 されてい る 『マルホフ式』 とい う名称 は,当 時京
都 の著 名な建築家,武 田五一が命 名 した もので,マ ルは,E.J.マルゴール ド
を,ホ フは,J.ホフマ ン(JosefHoffmann)を指 している。次 に紹介す るの は,
1913年10月(大正2年)『 京都美術 ・第30号』 の雑報欄 に報告 された武 田五 一
の 『マルホ フ式』 に関す る一文で ある。 これは大典記念研究 会における談話 を
ま とめた もので,『武 田伍 一氏 のマルホ フ談外數件』 と して巻末 に掲載 されて
③
いる。 この当時,武 田五一 は京都高等工芸学校(現 京都工芸繊維大学)の 教授
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の要職 にあ り,,設立間 もない図案科 の指導 を行 っていた。
又,同 時 に建築界 のみ ならず,京 都 の工芸界 に対 して も
指導 的な立場にあ り,ヨ ーロ ッパのデザ イ ンに関す る紹
介等 も積極的 に行 なっている。い ささか長文 の引用 にな
るのだが,E.J.マ ルゴール ドに関 して は数少 ない記述
であ り,資 料 と して も貴重 な ものなのであえて記す こ と
に した。
「マルホフ式 なる名稱 は私が命けた名で其の起 源は,
圖案の調 子が墺國維也納の國立美術學校 にエマニエル,
マ ルボ ール とい う奇才 に富 む青年が有て特色 のあ る圖案
を作 り,小 は雑誌 の表紙か ら大 は博 物館 の建築 に迄應用
さる ・に至つた,こ の青年 の教授 を擔當する教 師が ジ ョ
セ ブ ・ホフマ ン氏である,そ こでマ ルボ ールのマル とホ
フマ ンのホフとを合せてマルホフ式 と極たのです,最 初
渦花模様 と命 じや うと したが矢張人の耳 に新 なるように
マ ルホ フとしたのです,處 が幸 に世 間に一つの形式 と し
て採用 され ましたが悲 しい事 には其實質は全 て違 ったも
の であ ります,
マルボールなる人が始 めて新式 を案出 した動機 は所謂
セセ ッシ ョンな る形式が次 第に形式 に流れ,そ うして本
當 の意味 を失つたのかマルボール式の動機 となつたので
す,セ セ ッシ ョンの形式 が現 はれてか ら十四五年 も經て
餘程舊式 になつ たか ら其以外 に何 か新 らしい形式 を作 ら
なければな らぬ と,ホ フマ ン指導の下 にマ ルボ ールが新
ら しい形式 を作つ た,夫 でホフマ ンー派の 目的 は圖案殊
に色 を使ふ圖案 には成 るべ く鮮明な る色 を使 って,詰 り
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俗 にいふ原色であ ります,學 問上の原色 とは意味が違 い ます,夫 で全體 の上か
ら落付 た ものを出さうといふのが是が一の動機,色 は使 ひや うに因つて どうに
で もなる厭 な色で も刺激 の強い色で も使 いように因つて どうにで もなる,之 を
圖案家が試みる前 に薔工が試 みた,佛 國のマ子セ ーな.ども盛 に其 を遣 った,凡
て鮮明 なる色ばか りを使 つて雨 の景色 で も夜 の景色で も鮮明 なる色 を遣 ってや
つ た,原 色 を使 て成 るべ く奇麗 な色 を使 って面 白い物 を使 らうといふ努力 をし
たのである,
美 れか らもう一つ は圖案の形であ ります,圖 案の形 は成 るべ く天然の景色か
ら遠 ざか って作 った方が却 って面白い物が 出來 るだ ろう,天 然 の寫生 には限が
あ る,人 間の力 に撼 って何か人間の頭 で考へ 出 した形で圖案 を作 った方が宜か
らう言 は ず幾可學 的模様 を應用 して,さ うして圖案 にやつたな らば,面 白い物
が 出來 るだろ うとい轟事 と,美 れか らもう一つ は歴 史的覊絆 を脱 して是迄用 い
られた傅來式や因襲 を一切 ない もの と考へて悉 く自分 の頭か ら新 しい考 を出 し
て往 か うと云ふ,此 三つの式 を圖案 に出 さうと云ふこ とがマ ルボールの最初の
努力で ある,夫 か ら澤山 の人 が色 々の形 を考へ て見 たのであ る,私 共 はマル
ボールのや りまし式 を賛成 し,又 ホルマ ンのや って居 る式に賛成 してや って失
敗 もした事 がある,
所 が其 後世 間でや りましたマ ルホフ式 な る ものは,其 中二 三の點 は各 々の
狙 って居 る點 と同 じ く極鮮 かな色 を使 うことに一致 して居 るが其色 の使 ひ方 は
研究 の結果 とは思 はれぬ,單 に奇麗 な色 を使 ったのである,如 何に調和 すべ き
か,如 何 に配置すべ きか と云ふ事 に付て は,餘 程足 らぬ ように見受ける,マ ル
ホ フ式は從來 の形式 を脱す ることが主意であ るに拘 らず,從 來 の歴史 を極めて
尊重 した ものになつ て居 るので ある,昔 の模様 を其儘 取つて,只 色 だけマルホ
フ式でやつて居る,其 等 の物 は吾 々の狙小處 と全 く違ふ。
歴史的圖案 を作 る方法は殆 どや りつ くして居 る,天 平模様の如 きは殆 ど縱横
自在 に用い られて居 る,外 國で も矢張 りさうである,新 らしい もの を歴 史的模
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様か ら出す事 は到底 出來ぬ,又 天然の ものを寫生 して新 らしい圖案 を作 るとい
ふこ とは殆 どや りつ くして居 る,夫 で歐羅巴人が他 に活路 を見出 して着 々やっ
て居 る其第一着がマルボールである,夫 ゆえ我 國の圖案家 も徒に歴史的の物 を
寫すばか りを能 とせず亦天然 の物を寫生す る事ばか りを能 とせず,矢 張 自分の
頭か ら圖案 を割 出 して行 くといふ事 に努力 したなれば必ず近 き將來 に於て新 し
い路 を作 り,圖 案 を作 る事 が出來や うと考へ る,さ ういふ意味に於 て所謂マ ル
ボールにな り,マ ルホ フ式 が出來上 って居るか ら,從 來寫生又 は歴史的模様 の
模寫 を以 て立て居 る圖案家 はマルホフ式 に依て作 るのは餘程困難であろ う。」
以上の文章 か ら武 田五一が命 名 した 『マ ルホフ式』 が どのよ うな もので,ど
の ような形で 日本に取 り入 れられたかが よく解か る。 しか し,文 中に見 られ る
セ セ ッシ ョン様式 よ り14,5年の後 に,J.ホフマ ンの指導の下 に,E.J.マ ル
ゴール ドが新 しい様式 を創 った という記述 は,い ささか疑問であ る。 さらに,
J.ホフマ ン等が原色 を好んで使 った ように記 されてい る箇所 に も疑問が残 る。
ともあれ,武 田五一 の記述 には安 易な 『マ ルホフ式』の導入 に対す る反省や,
歴史主義,自 然 主義 に対す る当時の批判 が窺 えて興味深い。
『マ ルホ フ式』 は建築のス タイルで はな く,家 具 や工芸品,ポ ス ターや包装
容器等 の装飾 スタイルであ った。現在,京 都工芸繊維 大学美術工芸資料館 に収
蔵 されている,当 時 の図案科学生,つ ま り武 田五一の学生達 の作品 を見 ると,
ほとん ど一辺倒 とい ってよい ほどこのス タイルが支配的な一時期が ある。又学
生 のみ な らず,当 時 の校長 中沢岩賜 図案等 にも,・.」.マルゴール ドの影響
の強い ものが ある。 その他に,杉 浦非水の有名な三越 ポスターや,プ ラ トン社
刊 の月刊雑誌 『女性』の 中に見 られる,山 六郎,山 名文夫 らの イラス トレー
シ ョン等に も,『マルホ フ式』 のパ ターンが見 られる。
E.J.マルゴール ドと,J.ホフマ ンの仕事 を個別 に検討す る と,こ の両者 の
特徴 にはか な り異 なった ものがあ り,決 して同一視 で きるようなものではない
が,当 時 の人々の 目には ヨー ロ ッパの新感 覚 を代表 す る,同 様 な もの と して
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映 っ た と し て も無 理 か ら ぬ 拠 が あ る 。
E.J.マ ル ゴ ー ル ドは,た と え 一 時 期 で あ っ た に せ よ 日本 の デ ザ イ ン 史 に 少
な か ら ず 影 響 を 与 え た ヨ.一ロ ッパ の デ ザ イ ナ ー と して そ の 存 在 を 再 認 識 して み
る 必 要 が あ る の で は なか ろ う か 。J.ホ フマ ンや 当 時 の ウ ィ ー ン の 工 芸 運 動 に 関
す る 文 献 は,特 に1980年以 後 自国 の オ ー ス ト リ ア や イ タ リ ア,ド イ ツ で 再 評 価
が な さ れ,種 々 め 研 究 者 の 手 で 出 版 が 盛 ん に 行 わ れ 始 め た よ う で あ る 。 し か し
現 在 の と こ ろ,E,J.マ ル ゴ ー ル ドに 関 す る 研 究 書 が 出 版 さ れ た 清 報 は な い よ
う で あ る 。 従 っ て 本 論 文 は 当 時 の 美 術 雑 誌 や,他 の 作 家 に 関 す る 出 版 物 の 中 に
散 見 さ れ るE.J.マ ル ゴ 矗 ル ドーの 作 品 の 断 片 を 集 め る よ う な 形 で ま.とめ た も の
で あ る 。
ウ ィ ー ン のE.J.マ ル ゴ ー ル ド
1903年,J.ホ フ マ ン は,K.モ ー ザ ー(KolomanMoser),C.0.チェ シ ュ カ
(CarlOttoCzeschka)らの ウ ィ ー ン分 離 派(WienerSecession)'の盟 友 ら と伴
に,イ ギ リ ス の ア ー ツ ア ン ド ク ラ フ ツ 運 動(ArtsandCraftsMovement),
と り わ け,W.モ リ ス(WilliamMorris)の理 念,を 継 承 し て,ウ ィ ー ン工 房
(WienerWerkstatteProductivegenossenschaftvonKunsthandwerkernin
Wien)を 主 宰 す る 。 ウ ィ ー ン工 房 の 部 員 は,J.ホ フ マ ン,K.モ ー ザ ー,C.O.
⑥
チ ェ シ ュ カ,B.レ ッ フ ラ ー(BertholdLδffler),K.ブラ ウ ァ ー(KarlBreuer)
ら の ウ ィ ー ン美 術 工 芸 学 校(WienerKunstgwerbeschule)の教 員 達 と,彼 ら に
続 く 第2世 代 と し て ウ ィ ー ン 美 術 工 芸 学 校 で の 生 徒 で あ っ た,O.プ レ ッ
シ ャ ー(OttoPrutscher),E.J.ウィマ ー(EduardJosetWimmer),C.ウイ ッ
マ ン⑦(C。.IWit。m。n。),。.ココ シ 。 カ(O,k。.k。k。schk。)らに よ っ て 構 成 さ
れ て い た 。
E.J.マ ル ゴ ー ル ド も こ の 第2世 代 に 属 し,J.ホ フ マ ン は ウ ィ ー ン 美 術 工 芸
学 校 で の 直 接 の 師 に 当 た る 。
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E.J.マルゴール ドは1884年4月5日,オ ース トリアの主 都 ウィー ンに生 ま
れ,ケ ーニ ヒスベ ルク(Konigsberg)の木細工職 業学校 で指物 師 としての技術
を修 め る。 そ の 後 マ イ ンツ(Mainz)の美 術 工 芸 学 校 で,A.ヒ ュー バー
(AntonHuber)の弟子 と して働 くかた わ ら,ウ ィー ンア カデ ミーのマ イ ス
ター クラスに属 し,1906年まで,J.ホフマ ンの下で建 築を勉強す る。1907年よ
り主に ドイツ,オ ース トリア,チ ェコスロバ キアを活動の場 として,建 築 の領
域での活躍 を始め る と同時 に,ウ ィーン美術工芸学校で,J.ホフマ ンの助手 と
して彼の工 房 にあ って補 佐を務め る。
E.J.マルゴール ドは,1907年か ら1911年までの4年 間 に渡 り,ウ ィーンで
数多 くの作品 を残 しているが,彼 は正式 にウィー ン工房の部員 とはならず,J.
ホ フマ ンの個 人的な助手 として工房の仕事 に関係 した。 どうや らこの時期 のE
.J.マルゴール ドは,J.ホフマ ンの直下にあ っては,秘 蔵子 的な存在 であ った
かのように思われ る。
ウ ィー ン工房 に関す る,E.J.マ ルゴール.ドの仕事 には,平 面的 な もの とし
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⑧
ては有名 なウ ィー ン工房の絵ハガキシリーズがある,と されてい るのだが,印
刷 されて販売 され た形跡 は見あた らない。おそ ら く下絵 かデザ イ ン'の原画のみ
に終 ったので はあ るまいか。
立体的 な仕事 として は,J.ベック社(WienerPozellan-ManufakturJos.B6ck)
が製作 しウ ィー ン工房が販売 した数種類 の陶磁器の シリーズがある。
ウィー ン工房 は設立 当初,部 内に8部 門の工房 を設置 していたが,ウ ィーン
の伝統的な工芸 の中で も重要 な位置にある陶磁器 に関 して は,部 内に工房 を置
か ず外 注工 房 に た よって いた。1905年にはB.レ ッフ ラーが独 立 してM.ポ
ヴ ォルニー(MichaelPowolny)と伴 に,ウ ィーン工房の販売 共同体(Verkauts-
gemeinschaft)として 『ウ ィー ン陶房』(WienerKeramik)を設立 すや。ウ ィー
ン工 房 はこ こで 主 に陶磁器製 品の製造 を行 ってい くのだが,1828年創業 のJ.
ベ ック社 のよ うな老舗へ も発注 していた ようであ る。J.ベック社 は世紀初頭 に
J.ホフマ ン,Kモ ーザ ー らの分離派 の人々にデザ イ ンを依 頼 し,有 名 な食 器
シリーズ 『シカ(Sika)』『コロ モ ーザー(KoloMoser)』を売 り出 したこ と
で知 られている。
E.J.マルゴール ドは1909年か ら1912年の3年 間,毎 年定期的 に開催 されて
いた オース トリア博 物館の冬期 展に,J.ベック社の製作 で食器類 を中心 と した
陶磁 器製品を多数 出品 し,そ の内の数点が,後 にウィーン工 房の製 品と して販
売 された ようである。
展覧会 に関す る出品 は,J.ホフマ ン,あ るいはウ ィーン工房 と伴 に行 われた
0
も の も 多 く,1908年 の ク ン ス ト シ ャ ウ 展(Kunstschau1908)1909年の ク ン ス
ト シ ャ ウ 展(Kunstschau1909),1910年の 狩 猟 展qagdausstellung1910),
1911年の ロ ー マ 万 博(lnternationaleKunstausstellungRome1911),1911年の
芸 術 と 産 業 博 物 館 展(AusstellungendesMuseumsfurKunstandlndustrie)等
が あ る 。
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E.J.マル ゴ ー ル ドの作 品
E.J.マルゴール ドは1907年よ り1911年まで はウィー ンを拠点 に活動 を行い,
1911年5月以後 は,ド イッ,ヘ ッセ ン州(Hessenland)の古 都,ダ ル ム シュ
タ ット(Dar皿stadt)の芸術家村(Grol3herzogErnstLudwigsKunstlerkolonie)
に召喚 されて,芸 術家村 の事実上の終焉 である1914年まで ここで活躍す る。芸
術家村終焉後 もこの地 に滞 まり1930年のベル リン移住 まで,ダ ルムシュ タッ ト
を仕事 の本拠 と した。 日本 ではち ょうど,E.J.マ ルゴール ドの ウィー ン期が
明治年 間で,ダ ルムシュタ ット期が大正年間 に当た る。
E.J.マル ゴール ドの仕 事 を見る と,当 時 の他 のデザ イナ ー,例 えば,J.ホ
フマ ンや,K.モ ーザ ー らと同様,仕 事 の領域が実 に多岐 に渡 っている ことに
驚か される。彼 の仕事 の特徴 は,木 材加 工技術 をいちはや く身 に付 けたに もか
かわらず,平 面的 な仕事に顕著 に表 われてい る。特 頓植物 をモチー フとする装
飾パ ターンには,2つ の影響が見受 け られる。1つ は見事 に構成 された装飾ユ
ニ ットが秩序 を もって反復 され,美 しい縞紋様 を形成 した り,リ ズ ミカルな面
を造 り出す とい う,J.ホフマ ンに見 られる様式で ある。 もう一つ は植物 の しな
やかな ライ ンがその末端 で過度 な程の渦巻 きで終 り,そ の ラインを中心 に葉柄
や花 や実 とお ぼ しきパ ター ンが,快 い形 態 と して配 されて い る とい う,K.
モーザーや,C.O.チェシュカに顕著 な様式で あ る。 これ は,後 期 の,K.モ ー
ザーのス タイル とも通 じるもので,E.J.マ ルゴール ドが ホフマ ン ・モ ーザ ー
ス タ イ ル(H。ffmann.M。se,S、、1,蕩 影 響 下 に あ っ た こ と が 窺 が え る の で あ る 。
しか し,肉 太 の ラインが織 りなす,や や重 々 しい装飾性 に富んだパ ター ンは,
当時J.ホフマ ンや,Kモ ーザ ーの影響 を受 けた他 の分離派の人 々の 中で も個
性 的で あ り,追 随 を許 さない ものがある。
E」.マ ル ゴール ドの作 品 が雑誌 紹介 され た最初 は,お そ ら く 『INNEN-
DEKORATION誌』(ダル ムシュタ ット ・A.コッホ出版)1907年,1月 号で は
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な か ろ うか 。 壁 が ん と 花 台 等 に 関 す る デ ザ イ ン で あ る が,後 の 彼 の も の と比 較
す る と,や や 線 の 細 い グ ラ ス ゴ ー 派 の 作 風 を 思 わ せ る ス ケ ッ チ で あ る 。E.J,
マ ル ゴ ー ル ド の 誌 上 で の 紹 介 に は,こ う 吟 っ た ス ケ ッ チ に よ る も の が 多 い 。
『INNEN-DEKORATION誌』.1907年5月号 に ほ,A.コ ッ ホ 主 催 の 木,漆 喰 い,
モ ザ イ ク に よ る 天 井 の デ ザ イ ン,慈賞 コ ン友 テ ィ シ ョ ン入 賞 作 と して,E.J.マ
ル ゴ ー ル ドの ス ケ ッチ 寮 掲 載 さ れ て い る 。 こ の 時 の 審 査 員 に は,A.コ ッ ホ
(AlexanderKoch)をは ・じ め,F.W.,ク ヒ ケ ン ス(FriedrichWilhelm
・i・uk・n・)らの ダルム シ・タ ・ト芸櫞 村9中'F・的外 々の名が見 られ る・E
.J.マルゴール ドは漆喰 いの部で1席,簡 素化 の部Z2席 と.なってい るがジお
そら くこの コンペテ ィシ ョンでの入賞が.ダ ル.ムシュ汐 ットでの彼 の知名度 を
高 め る こ と と な り・ 後 年 め 召 喚 へ 継 が ・'肋 で .は.な力ころ うか0の ス ケ ッ チ で
見 る 限 り,植 物 モ チ ー フ の 装 飾 は ひ か え め で;J.示 フ マ ン の 作 風 を 思 わ せ る よ
う な 飾 り縁 に よ っ て 天 井 ユ ニ ッ トが 処 理 さ れ て い る 。1907年発 行 の 『INNEN-
DEKORATION誌 』 で は7月 号,9月 号 に も室 内 意 匠 の ス ケ ッチ が 紹 介 さ れ て
い る 。
E.J.マ ル ゴ ー ル ドが 文 章 に ょ っ て 紹 介 さ れ た の は,同 じ く,A.コ ッ ホ 出
版 の 美 術 雑 誌,『DEUTSCHEKUNSTUNDDEKORATION誌 』,1908年11月号
で あ る 。 同 誌 は 『INNEN-DEKORATION誌』 の 姉 妹 誌 に 当 た り,創 刊 当 初 か
ら ウ ィ ー ン分 離 派 や ウ ィ ー ン 工 房 の 特 集 を 組 み,ウ ィ ー ン に 関 す る デ ザ イ ン の
動 行 に 関 心 を 示 し て き た 。 発 行 者,A.コ ッ ホ は ダ ル ム シ ュ タ ッ トに あ っ て,
1890年に 『INNEN-DEKORATION誌』,1897年に 『DEUTSCHEKUNSTUNDDE-
KORATION誌 』,1900年 に 『STICKEREIZEITUNGUNDSPITZENREWE誌』
を あ い つ い で 刊 行 す る 。 こ の ダ ル ム シ ュ タ ッ トの3大 誌 は,ミ ュ ン ヘ ン の
『DEKORATIVEKUNST誌 』,『DIEKUNST誌 』,ウ イ ー ン の 『DASINTERIE-
UR誌 』 等 と 伴 に ド イ ツ 語 系 の 美 術 雑 誌 と し て,イ ギ リ ス の 『STUDIO誌』,
フ ラ ン ス の 『ARTETDECORATION誌 』,『L'ARTDECORATIF誌』 等 と 同 様,
-49一
ぐ図5
19世紀 末 か ら20世 紀 前 半 の ヨ ー ロ ッパ の デ ザ イ ン情 況 を今 日 に 伝 え る 貴 重 な 資
料 と な っ て い る 。
E.J.マ ル ゴ ー ル ド を紹 介 し た 記 事 は,わ ず か10数 行 の もの で は あ る が,新
進 気 鋭 の デ ザ イ ナ ー と し て 期 待 を 持 っ て 書 か れ て い る 。 こ の,E.J.マ ル ゴ ー
ル ドに 関 す る 特 集 は12頁 に 渡 る も の で,展 覧 会 場,室 内 意 匠,等 の ス ケ ッチ の
他 に,1908年 の ク ン ス トシ ャ ウ 展 の ポ ス タ ー,イ ラ ス トレ ー シ ョ ン等 の 平 面 デ
ザ イ ン も数 多 く紹 介 さ れ て い る 。
さ ら に 同 誌 で は,1910年4月 号,1911年4月 号,伴 に20頁 に も お よ ぶ,E.
J.マ ル ゴ ー ル ドの 大 特 集 を 組 ん で い る 。1910年の 特 集 で は ア ル カ デ ン ホ フ
(ARKADENHOF)の 納 骨 堂 を 中 心 に ホ テ ル,パ ヴ ィ リ オ ン,ベ ル マ ン
(S.BERMANN)邸の 居 間,等 が 掲 載 さ れ て い る 。 小 作 品 と し て は,籐 の イ ス,
ク ッ シ ョ ン,扇 子,テ キ ス タ イ ル パ タ ー ン,絵 ハ ガ キ,蔵 書 票,イ ラ ス ト レ ー
シ ョ ン,ポ ス タ ー と 実 に 多 岐 に 渡 っ て い る 。 特 集 の 中 で 布 製 品 に 関 して は,エ
⑭
ラ,ウ ェ ル ト マ ン(EIIaWeltmann)の作 品 が,E.J.マ ル ゴ ー ル ド の も の と
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▲図6
一緒 に紹介 され ているが,彼 女 はE.J.マ ル ゴール ドの生徒 で,こ の時期 は
彼 の助手 を務 めて いた ようである。
1911年の特集 も前年 の特 集 と同 じく多岐 に渡 って紹介 されているが,前 述 の,
J.ベック社 の陶磁 器製品が写真で数点掲 載 されている。その内のい くつかは,
J.ホフマ ンのデザ イ ンに,E.J,マル ゴー ル ドが加飾 した ものである。
オー ス トリア国内 で は,分 離 派 の室 内 意 匠 を中心 とした イ ンテ リア雑誌
『DASINTERIEUR誌』(ウ ィーン,E.コズマ ック出版)が 数度 に渡 って,E.
J.マルゴール ドの作品 を掲 載 しているが,特 集 と しては組 まれた形跡 はない。
ダ ル ム シ ュ タ ッ トのE.J.マル ゴ ー ル ド
ヘ ッセ ン州の古 都 ダルムシュタッ トは,19世紀末 よ り20世紀初頭 にか けて,
ヘ ッセ ン大公 エ ル ンス ト,ル ドウィッヒ(Grol3herzogErnstLudwig)の庇 護
の下 に芸術家村 を造営 し,数 度の展 覧会 を重 ねなが ら序々にその基模 を拡大 し
て きた。その活動は,ミ ュンヘ ンセセ ッシ ョンの運動が近 くにあったに もかか
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わ らず,む し ろ イ ン グ ラ ン ドや グ ラ ス ゴ ー の 影 響 を 受 け た も の で,ウ ィ ー ン セ
セ ッ シ ョ ン と 密 接 な 関 係 に あ っ た 。
ダ ル ム シ ュ タ ッ ト芸 術 家 村 は1899年,ウ ィ ー ン セ セ ッ シ ョ ン の 中 心 的 な 建 築
家 の 一 人 で あ っ た,J.M.オ ル ブ リ ッ ヒUosephMariaOlbrich)を召 喚 し て,
彼 を 中 心 に 活 動 を 開 始 す る 。J.M.オル ブ リ ッ ヒ は,1894年 か ら1899年ま で,0.
ワ グ ナ ー'(OttoWagner)の事 務 所 で,J.ホ フ マ ン と 机 を 並 べ て い た 。 彼 は
。,一 。 セ セ 。 シ 。 ン の 設 立 メ ン バ ー で も あ り,.ウ,二 ・ セ セ 。 シ ・ ン 驫,
こ の 期 の 彼 の 代 表 的 な 作 品 で あ る 。
ダ ル ム シ ヰ タ ッ ト芸 術 家 村 は,P.べ7レ ン ス(PeterBehrens),R.ボッ セ ル
ト(RudolfBosselt),P.ベル ク(PaulBurch),H.ク リ ス チ ャ ン セ ン(H.
Ch,i。tiansen),L.ハー ビ 。 ヒ(L・dwigH・bi・h),P.ヒ ュ ー バ ー(P・t・i・
Huber),らが 設 立 時 の メ ン バ ー で,こ の 中 心 に,J.M.オル ブ リ ッ ヒ が 位 置 し て
い た 。そ し て1901年,第1回 芸 術 家 村 展(DieKunstlerkolonie-Ausstellung
1901・EinDokumentDeutscherKunst)を開 催 す る 。 こ の 展 覧 会 で は,主 会
場 の 『エ ル ン ス ト ・ル ド ウ ッ ヒ ハ ウ ス 』 を 始 め 主 要 な 建 築 物 を,(そ れ ら は 芸
術 家 村 の メ ン バ ー の 私 邸 と して 設 計 さ れ た の だ が)J,M.オ ル ブ リ ッ ヒが 担 当
し た 。
し か し,1908年8月,彼 は40才 の 若 さ で こ の 世 を去 る。 中 心 を 失 っ た 芸 術 家
村 で は, .大公 と 親 交 の 深 か っ た ウ ィ ー ン セ セ ッ シ ョ ン の 画 家,G.ク リ ム ト
(GustavKlimt)を通 じ て,J.ホ フ マ ン の 召 喚 が 試 み ら れ る 。 しか し,こ の 時
す で に 軌 道 に 乗 っ た ウ ィ ー ン工 房 を 主 宰 して い た,J.ホ フ マ ン に は そ の 意 志 が
な か っ た 。
1911年に な っ て,ウ ィ ー ンで の,J.ホ フ マ ン の 弟 子 で あ っ た,E.J.マ ル
ゴ ー ル ド に 召 喚 の 要 請 が な さ れ,彼 は そ れ を 受 け て ウ ィ ー ン を 去 り,ダ ル ム
シ ュ タ ッ トに 移 住 す る 。E.J.マ ル ゴ ー ル ドは,JM.オ ル ブ リ ッ ヒ の 後 継 者 と
し て 中 心 的 な 存 在 と な る が,建 築 に 関 し て は,A.ミ ュ ー ラ ー(AlbinMuller),
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E.ケ ル ナ ー⑰(EdmundK。mer)が 主 と
な っ て こ れ を 担 当 し た 。
ダ ル ム シ ュ タ ッ トは,常 に ウ ィ ー ン を 範
と し な が ら も,独 自 の 活 動 を 続 け て き た よ
う に 思 わ れ る 。A.コ ッ ホ の 出 版 物 に 見 る
限 り,ダ ル ム シ ュ タ ッ ト も又,ア ー ッ,ア
ン ド,ク ラ フ ツ の 理 念 を 直 接 に 受 け 付 い で
き た よ う で あ る 。 た だ し,ウ ィー ン と ダ ル
ム シ ュ タ ッ トの 決 定 的 な 相 違 は,ウ ィ ー ン
が,F.ウ ェ ー レ ン ド ル フ ァ ー(Fritz
Warndorfer)のよ う な 意 識 の あ る 富 有 市
民 階 級 に よ っ て 支 え ら れ て い た の に 対 して,
ダ ル ム シ ュ タ ッ トは 国 策 と して,州 の 大 公
が 直 接 経 済 的 な 基 盤 に な っ て い た 点 に あ る 。
ウ ィ ー ンセ セ ッシ ョ ン に 比 べ て ダ ル ム シ ュ
タ ッ トセ セ ッ シ ョ ン が 貴 族 的 だ と言 わ れ る
所 以 で あ る 。
E.J,マ ル ゴ ー ル ドの ダ ル ム シ ュ タ ッ ト
で の 仕 事 が 紹 介 さ れ る の は 『DEUTSCHE
KUNSTUNDDEKORATION誌 』1912年2
月 号 以 後 で あ る 。 最 初 の 記 事 は し し ゅ う作
品 に 関 す る も の で あ る が,そ の 内 の い くつ
か が,マ ル ゴ ル ド 婦 人(FrauElla
Margold)とな っ て い る こ と か ら,E.J.
マ ル ゴ ー ル ドは,E.ウ エ ル トマ ン と 結 婚
し た こ と が わ か る 。 特 徴 的 な 肉 太 の 植 物 パ
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ター ンは素材 が糸や布 になって も少 しも損 われることな く華麗 であ る。植物パ
ターンは決 して無秩 序ではな く,バ ランス良 く構成 された単位 として採 り返・さ
れ ることによって,快 い リズム感 を生み出 しているのであ る。
ダルム シ ュ タッ トに召 喚後 の作 品は ウィー ンの イ ンrリ ア雑誌 『DASIN-
TERIEUR誌』 にも毎 年数度 とりあげられて紹介 されてい る。
1913年刊行 の 『DEUTSCHEKUNSTUNDDEKORAT正ON誌』丁2月号 は召 喚
後 の 彼 の 大 特 集 で あ る。 巻 頭 で は 『ZudenArbeitenvonEmanue1Josef
Margold』と 題 して ウ ィー ン の 美 術 評 論 家,A.レ ス ラー(VonArther
Roel31er)が,E.J.マルゴール ドと彼の装飾様式 に関す る小論文 を展開 して
い る。特 集 そ の もの は,(Dr.MB)邸,(Dr.Rermann)邸,家具 ス テ ン ドグ
ラス,銀 製品装 身具,壁 紙 テーブルクロス,ク ッシ ョン,陶 磁器,装 幀,蔵
書票等 の仕事 がスケ ッチや写真の形で掲載 されてい る。
ダルム シュタ ット期 の記事 には写真の下に製造販売 の工房 や企業名 が付記 さ
れていて,召 喚後彼のデザ イ ンが どこで製品化 されていたか を知 るうえで琴重
⑲
な ものとなっている。
・DEUTSCHEKUNSTUNTDEK・RATI・N誌 ・・ 『DASINTERIEUR・ ・1伴
に ・9・3年,・9・4年も,さ か ん`・・E・J・ マ ル ゴ ー ル ドの 仕 事 がBす う ・、特 に
1914年の ダル ムシュタ ッ ト芸術 家村 の特 集記 事は,E.J.マ ルゴ三ル ドに とっ
て も芸術 家村 での最後の記事 となる。1914年展 は,有 名 なオルブ リ ッヒの結婚
記念塔 がそ び え立つ,マ チルデ ンヘ ーエ(Mathildenhohe)の丘 を囲 むよ うな
形 で 展 開 さ れ,展 覧 会 の 中 心 と なっ た,A.ミ ュ ラー 設 計 の 集 合 住 宅
(Miethhausergroppe)は,この丘の東側 に建設 された。E.J.マル ゴmル ドは
こ の 展 覧 会 で も 中 心 的 な 存 在 で あ り,A.ミ ュ ラー,B.ホ エ ッ トガー
(BernhardHoetger)らと伴 に,展 覧会場 の レス トラ ンや集合住宅 の室 内意 匠
を手が けてい る。
この時期 は,セ セ ッシ ョンか らアールデ コ(ArtDeco)への大 きな転 換期で,
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⑳
E.J.マルゴール ドの様式 も,J.ホフマ ンに見 られるの と同様,バ ロ ック的な
雰囲気の強い歴史様式 への回帰 の傾向が見 られる。
1914年展 を最後 に,ド イツは第一次世界大戦へ突入 し暗い時代 をむかえ,さ
らに ドイツ,オ ース トリアの敗戦 によ り,ダ ルムシュタ ッ トもヘ ッセ ン大公の
退位 を期 に変換 をせ まられ るのである。今 日では,芸 術家村が一応その経済的
な基盤 を失 なって活動 を停止する1914年をもって ダルムシュタ ットセセ ッシ ョ
⑳
ンの終焉 とす るのが正 しい ようである。
E.J.マルゴール ドは戦後 もこの地 に滞 まって,ベ ル リンに移住 する1930年
まで ここを活動 の拠点 とす るが,戦 後の価値転換 とアール ・デコ,ア バ ンギ ャ
ル ド運動 等の新傾 向の台頭著 しい中で,徐 々に忘れ去 られてい く運命 にあ った
よ うであ る。 これ は,J.ホフマ ンが ウィー ンにあ って,D.ペ ッへ(Dagobert
Peche)やウィー ン美術 工芸学校 出身の女性デザ イナー らを巧 みに起用 しなが
ら,セ セ ッシ ョン様 式 の傾 向の強 い第一期 の ウィーン工房 か ら第二期 の アー
ル ・デ コ期へあ ヴィー ン工房へ と転換に成功 したのに比べ ると,国 外 にあって
有力 な協力者 を持 ちえなかった,E.J.マル ゴール ドの狐独な立場が いっそ う
に強 く感 じられ るのであ る。
しか しE.J.マルゴ ール ドは1930年以後 も仕事 を続 け,国 民図書館 や国民裁
判所 の設計等 も行 った ようである。没年は1962年でブラチ スラバ(Bratislava)
に永眠 した。
20世紀前半 の10年に も満 たないほんのわずかの時期 を,華 麗 な様式 と多才 な
能力で活動 し,遠 い極東 の 日本のデザ イン界に影響 を与 えた,E.J.マルゴー
ル ドめ様式 とはいったい何で あったのだろ うふ。 ウィーン工房が 『ホフマ ン ・
モ ーザ ー ス タ イ ル(Hoffman・MoserStil)』,つま りセ セ ッシ ョン様 式 か ら
▲図8
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・ウ,一 ンエ 房様 式⑫(Wi。ner-Werk,、a、,e-S,il)、を確 立す る過椡 ・,EJ.マル
ゴール ドも位置す る。 そ して,J一ホフマ ンに代表 されるような幾何学 的な矩形
の愛好 が強 い様式 と,K.モ ーザ ー,C.O.チェシュカに代表 され るよ うな動植
物 をモチーフに した華麗な装飾様式 の相対す る2つ の傾向を隔合 させてい った
のが,E.J.マ ルゴール ドの様式 であ った ように思 われる。 マルゴール ドの様
式 には,J.ホフマ ンや,K.モ ーザー,C.O.チェ シカ に見 られ る よ うな,セ
セ ッシ ョンの文学性 は稀薄である。 そこには形態か ら来る暗示 よ りも形態 の中
にあ って機能す る装飾性が濃厚 である。 これ には次代のアール ・デコを確実 に
予兆 させ る ものがある。
20世紀 は様 々な造形運動 が生 まれ,か つ消失 してい った。次の世紀への展望
を秘 めた可能性 の再発見 は,我 々に価 された
課題 で もある。70年に もお よぶ忘却 を越 えて,
今,E.J.マ ル ゴール ドの仕事 を検 証 してみ
る作業 も,こ れか らのデザイ ンの可能性 を探
る意味 において は必要 な事ではあるまいか。
▲図9
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図 版 資 料 一 覧
『INNEN-DEKORATION誌』
・1907年1月 号 ・1907年5月 号 ・1907年7月 号 ・1907年9月 号
『DEUTSCHEKUNSTUNDDEKORATION誌 』
・1907年5月 号 。1907年12月 号 ・1908年10月 号 ・1908年11月 号*特 集 ・1909年
10月号 ・1910年4月 号*特 集 ・1911年4月 号*特 集 ・1912年2月 号*特 集?1913









図 版 解 説
図1.E.J,マル ゴール ド肖像
図2.室 内意 匠ス ケ ッチ,下 部 のカ リグ ラフ ィーは材質等 の指 定
図3.見 出 し頁 の イラス トレーシ ョン
図4.J.ベ ック社 製作 の テ ィーセ ッ ト。J,ホ フマ ンの デザ インでE.Jマ ル ゴー ル ドの デ
コ レーシ ョン
図5.室 内意 匠 スケ 。チ.J.ホ フマ ・,K.モーザ ー等 の響影 が強 い・19・8年頃1
図6.展 覧会 にデ ィスプ レ イされた 室内 。ス ケ ッチ と比較 して み る と興味深 い。
図7.ポ ス ターデザ イン1908年
図8.モ ノグラ ムのデザ イ ン
図9.ア クセサ リーのデザ イン(金,銀,象 牙,宝 石)




① アル ス社 刊 『現代 商業 美術全 集』
第12巻 昭和4年4月10日 発 行p.35
② 同P.31
③ 京 都高等 工 芸学校 在職 期 間は1903年よ り1918年まで。
④ 『京都 美術』 第30号 大 正2年10月刊p.13
⑤ 京 都 高等工 芸 学校校長 在職 期 間は1902年よ り1918年まで。 初代校 長で 浅井 忠 を召喚 し,
学 校 の礎 を築 いた。
⑥ 本来 は ウ ィー ン工房 の正 式 な部 員 には 入 ってい なか った が,1984年,W.Neuwirthの研
究 書 『WienerWerkstatte(Selbstverlag)』は,註 ⑦ のC.ウ ィッツマ ンと伴 にモ ノ グ ラ
ム紹 介で,他 の正式 部員 と同列 に扱 われ てい る。
⑦ 註⑥ 参照
⑧ ウ ィー ン工 房 か ら出 され た絵ハ ガ キの シ リー ズで,J.ホフマ ンを始 め ウ ィー ン工房 の部
員,さ らにセ セ ッシ ョンの メ ンバ ー らが 多数作 画 して いる。 ハガ キに は通 しナ ンバ ーが
打 たれて い るが,最 高 ナ ンバ ーが1005とな ってい るので,1000余枚 は発行 された と思 わ
れ る。有 名 な ものに,0.コ コシ ュカの シ リー ズや,M.ユ ンク のシ リーズが あ る。
⑨ セ セ ッシ ョンか ら さらに離 脱 した,G.ク リム トを中心 と した グル ー プ(Klimtgroppe)
が主 宰 した展 覧会 で,ウ ィー ン工房 の メ ンバ ーが 多数参 加 してい る。
⑩ ウ ィー ン工房 の研 究 家W,ム ラツ ェ ックの命名 。1904年頃の ス トイ ックなセ セ ッシ ョン
様式 を指 す。
⑪ 『DASINTERIEUR誌』 に 多 く紹 介 さ れ て い る 。
⑫ ダル ムシ ュタ ッ トの有 名 なグ ラフ ィ ックデザ イナー,タ イポ グラフ ァー。後 にエ ル ン ス
ト ・ル ドウ ッヒプ レス を設 立 し多 くの 美本 を世 に送 る。
⑬ 特 別 にホ フマ ン風 の イル ミネ ーシ ョンで 囲 まれ た特集 は,1905年よ り1911年まで12号に
渡 って お り,紹 介 された写真 類 は850点に も登 ぼ る。
⑭MillaWeltmannとは姉妹関 係
⑮ 屋 根 に植 物 の葉 をモ チー フ と した ドーム があ り,セ セ ッシ ョンの シ ンボ ル となった建 物 。
ウ イー ンに現 存 す る。
⑯ ダル ム シュ タ ッ ト芸術 家村 へ の参加 は1906年よ り。
⑰ 同 じ く1912年よ り。
⑱ ウ ィー ンの銀行 家で ウィー ン工 房の 出資者 。1913年まで ウ ィー ン工房 の経 済 的な援助 を








イ ス 張 り地FichtenM.BuntstoffWond&VorhangeBuntstoff
以 上 主 な 発 注 工 房 お よ び 企 業 。
⑳ ケ ル ン に お け る1914年展 の パ ヴ ィ リ オ ン参 照 。 ・
⑳1976年 ダ ル ム シ ュ タ ッ トで 開 催 さ れ た 『EinDokumentDeutcherKunst
1901・1976』展 の カ タ ロ グ の 年 表 で は,1899年7月 か ら1914年7月 ま で に
な っ て い る 。
⑳ 拙 著,京 都 工 芸 繊 維 大 学 工 芸 学 部 研 究 報 告 『人 文 』 第31号 参 照
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・女 性 学 年 報 第5号 .日 本 女 性 学 研 究 会 刊
1984.p.85『ウ ィ ー ン工 房 の 女 性 デ ザ イ ナ ー』 拙 文
・VIENNA1890-1920RobertWaissenbergerRizzoli1984
・現 代 商 業 美 術 全 集ARS刊1929
-60一
・世界美術全集 平凡社刊1931
・工芸学部人十年 京都工芸繊維大学1983
最後に 「マルホフ式』に関して 『京都美術』等の参考文献提供にご助力いた
だいた,京都市工業試験場,工芸デザイン研究室の佐藤敬二氏に厚 く感謝い
たします。尚,同試験場研究報告NO.11,12,と第3報 も合わせて参考に
させていただきました。この三部の報告書には,『マルホフ式』の工芸品が
写真版で多数掲載されています。
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